
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年２月 2７日発行 

熊谷市立市田小学校 

学校教育目標  生き生きと学び 力いっぱい活動し だれとでも仲良く 

学校だより ３月号 

市田っ子 花と笑顔とあいさつ いっぱいの学校 

市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

3 月は「1 年間の成長」を振り返ります。 
 ２月の目標「きそく正しい生活をしよう」の達成状

況は、よくできたとできたを合わせて９０％でした。

自己評価ではありますが、目標をよく意識している結

果だと思います。１００％までもうひと頑張りです。 

3 月の生活目標は「一年間のまとめをしよう」です。

令和元年度の市田っ子は、「あいさつ」「返事」「くつを

そろえる」「チャイムの合図を守る」などの実践を大切

にしてきました。頑張った成果は、すぐにはあらわれ

ないときもありますが、全力で頑張った経験は、必ず

自分の力になって蓄積され、パワーアップしていま

す。困難なことにぶつかってもそれを「自分ののびし

ろ」とポジティブな思考に置き換え、諦めずに粘り強

くチャレンジできる市田っ子を育てていきたいと思

います。市田っ子一人一人が「この一年間がんばった」

という誇らしい気持ちで締めくくることができるよ

う支援したいと思います。 

「希望の市田 わが 学び舎」～希望の満ちた 4月に向けて～ 
 

市田小学校長 山田 明 

 

 ６年生が最後に市田小学校の校歌を歌う３月２４日の卒業式まで、３週間余りとなり

ました。 

さて、本校の校歌の終わりは１番から３番まで「希望の市田 わが 学び舎」となって

います。今の校歌は、およそ５０年前の昭和４４年１１月に校旗とともに制定されまし

た。作詞者の宮澤章三氏は、どのような願いを込めて「希望」という言葉を繰り返し歌

詞としたのでしょうか。それは、市田っ子全員が希望を抱き、学習・生活してほしいと

の願いを込めたのではないでしょうか。 

 私自身は、特に３番の終わりの歌詞が心に残ります。 

「花の母校の空高く 歌えひばりよ この心 希望の市田 わが学び舎」 

今この歌詞を歌うと、真新しい制服に身を包み、ピカピカの自転車で希望に胸を膨ら

ませた中学生と、青々と茂った麦畑の空の上で元気にさえずっているヒバリの情景が目

に浮かびます。 

卒業する６年生２８名、それぞれ進級する１年生から５年生の１２８名、この４月に

入学予定の２７名、市田っ子それぞれが、麦畑の空の上でさえずるヒバリに負けない元

気で、希望に満ちた新たなスタートとなる４月を迎えてもらいたいと切に願っていま

す。がんばれ 市田っ子！！ 

 


